
１ 対象地区の現状

２ 対象地区の課題

４ ３の方針を実現するために必要な取組に関する方針（任意記載事項）

・担い⼿が作業しやすい環境作りのためには、地域住⺠を含めた話合いが必要。

諏訪市 神宮寺地区 令和5年3月27日

①地区内の耕地面積 ４３．０ｈａ

実質化された人・農地プラン

市町村名 対象地区名（地区内集落名） 作成年月日 直近の更新年月日

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

・水田作については、JA等を通して、他地区の担い⼿へ作業委託を行う。

②アンケート調査等に回答した地区内耕作者の耕作面積の合計 ２４．４ｈａ
③地区内における７０才以上の農業者の耕作面積の合計 １３．０ｈａ

ⅰ うち後継者不在の農業者の耕作面積の合計 ５．１ｈａ
ⅱ うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計 ４．１ｈａ

（備考）

・山付きの農地が多いため、鳥獣害対策が必須である。
・宅地化が進んでいる。農作業に対する地域住⺠の苦情が多い、水路の維持管理に係る地区役員の意識低下、農地同
士が繋がっていない、などの課題に繋がっている。
・地区内に農業の担い⼿がいない。

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計 ０ｈａ


